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セント辞書（OJAD；Online Japanese Accent Dictionary）」を開発してきた。2013年度はプロジェ
クトの最終年度であり，辞書の技術開発は大方完成し，辞書機能を支える個々の技術構築は，峯
松ら（2013），Nakamura et al.（2013），鈴木ら（2013），Minematsu et al.（2012）等で報告した。
* 本稿は，国立国語研究所領域指定型共同研究プロジェクト「日本語教育のためのコーパスを利用したオン
ライン日本語アクセント辞書の開発」（プロジェクトリーダー：東京大学 峯松信明）の研究成果である。
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辞書機能の紹介や教育実践法の提案に関しては 2013年度に国内 10都市と海外 17都市で講習会



























































































































































































































をフレーズとアクセントの成分に分けて解釈できる数学的モデル（Fujisaki and Hirose 1984）を用
いて，中国語話者と母語話者の日本語音声が生成される仕組みを解析している。中国語話者はフ
レーズ成分の立ち上がりが母語話者より頻繁であり，文節内のアクセント成分は，母語話者であ































































































































6.1 アンケート結果①；補助教材の使用状況と有用性（質問 1～ 4）
　質問 1の補助教材を使用したかどうかの問いに，1 非常によく（47%），2 よく（33%），合わせ
て 80%が使ったと回答し，3 あまり（14%），4 ほとんど（6%），合わせて 20%が使わなかったと
回答した。質問 2の課ごとの使用頻度については，1–2回が 33%，3–4回が最も多く 40%，5回
以上が 25%であった。質問 3のいつ使用したか（複数回答可）に対しては，1 授業中の使用が
85%，2 自分で朗読練習をする時が 75%，3 本文を暗誦する時が 49%，6 アクセントの規則につい
て学ぶ時が 32%，その他，4 本文の分析時，5 単語学習時が各 9%であった。授業の中ではプリ
ント教材使用は課ごとに 1回以内であったが，アンケートの集計結果を見ると，学生は授業時以
外にも，個人での学習時に補助教材を広く利用していることが分かった。また，質問 4の補助教
材が役に立ったかどうかの問いに，1 非常に（52%），2 まあまあ（36%），合わせて 88%が役に立っ
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図 4　 アンケート調査の結果（質問 1～質問 10 回答数 N＝ 102，質問 11 
回答数 N＝ 144，質問 12  回答数 N＝ 118（102名の複数回答））













6.2 アンケート結果②；補助教材の記述の分かりやすさ（質問 5～ 6）
　質問 5のプリント補助教材のアクセントやイントネーションの記述が分かりやすいかどうかの
問いに，1 非常に（15%），2 まあまあ（62%），合わせて 77%が分かりやすいと回答し，24%が 3 
少し分かりにくいと回答した。また，質問 6のプリント表示と教科書表示はどちらが見やすいか


























6.3 アンケート結果③；音声表現への注意，音声学習の面白さ（質問 7～ 9）
　質問 7の本文朗読練習や文型練習等に，発音，アクセント，イントネーションなどの音声に
注意するかという問いに，1 非常によく（33%），2 まあまあ（49%），合わせて 82%が注意する
と回答し，17%が 3 あまり，1%が 4ほとんど注意しないと回答した。質問 8の音声の学習は面
白いかという問いに，1 非常に（30%），2 まあまあ（48%）合わせて 78%が面白いと回答し，
19%が 3 あまり，3%が 4 面白くないと回答した。また，質問 9の面白いと思う音声は，1 発音





























6.4 アンケート結果④；音声学習の難しさ，簡単さ（質問 10～ 12）
　質問 10の音声は簡単か難しいかとの問いに，1 非常に（3%），2 まあまあ（29%），合わせ
て 32%が簡単と回答し，4 非常に（5%），3 まあまあ（63%）合わせて 68%が難しいと回答し
た。質問 11の難しいのは何かでは，1 発音が 20%，2 アクセントが 26%，3 イントネーションが





















































































































































































































































































図 7　 web自動化 1）アクセント単純 /イントネー
ション単純の表示モード
図 8　 web自動化 2）アクセントしっかり /イント
ネーションしっかりの表示モード
図 9　 web自動化 3）アクセントしっかり /イント
ネーション単純の表示モード
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Practice of Japanese Prosody Education for Beginners in an Integrated 
Japanese Course: Use of Visualized Japanese Accent and Intonation  
Learning Material
HIRANO Hiroko
Jilin HuaQiao University of Foreign Languages / Project Collaborator, NINJAL [–2013.10]
Abstract
This paper reports on the introduction of Japanese prosody learning for beginners in an integrated 
Japanese course at a Chinese university. The first section addresses how practical findings on 
Japanese prosody education were introduced into our collaborative project to develop the Online 
Japanese Accent Dictionary (OJAD) with the National Institute for Japanese Language and 
Linguistics. The second section explains Japanese prosodic features and the learners’ need to acquire 
more naturally sounding Japanese pronunciation. Section 3 points out the lack of opportunity for 
systematic prosodic learning for students. For example, accent control in conjugated words and 
intonation control within phrases and sentences are not well explained in Japanese textbooks. 
Section 4 describes the prosodic features of Japanese sentences that characterize Chinese speakers’ 
accents. Section 5 outlines the practical methods of speech education that were developed for a 
Japanese integrated course for freshmen students majoring in Japanese at the university. Section 6 
analyzes the result of a questionnaire survey distributed at the end of the first semester regarding 
effectiveness of the visualized prosody material. Results showed that 88% of learners surveyed 
found the materials to be useful, 82% of learners paid careful attention to Japanese speech sounds 
when practicing, and 78% of learners found learning Japanese prosody interesting. Section 7 describes 
the OJAD system, which supports prosody learning for Japanese learners all over the world.
Key words: Japanese prosody education, accent, intonation, major in Japanese, China
